




先天性代謝異常症児のマス・スクリーニングが昭和 52 年から公費で行われて殆んど全国を

カバーする様になった結果,多数の先天性代謝異常症児が早期発見,治療されて正常に成長

するので,近い将来これらの先天性代謝異常を持つ個体は生産年令に入り,当然その分娩の

児に与えるリスクが問題となるであろう。ヒスチジン血症児の発現頻度は割合に高く

8,000～9,000例に1例(8,300人に1人)と考えられているので,年間約200名の発生がある

と推定される。今年度はこれらの確定されたヒスチジン血症児の母のなかからヒスチジン

血症母体を更にスクリーニングし,その分娩経過と児の予後の調査からヒスチジン血症母

体の危険度と妊娠中の管理について予測をたてることを目的とした。 


